
南
鳥
島
の
レ
ア
ア
ー
ス
と

私
た
ち
の
暮
ら
し
・
安
全

《
や
ま
も
と
・
さ
こ
ん
》

愛
知
県
豊
橋
市
出
身
。
１
９
８
２
年
７

月
９
日
生
ま
れ
。
４
３
歳
。
豊
橋
南
高

校
卒
業
、
南
山
大
学
。
１
１
歳
、
レ
ー

シ
ン
グ
キ
ャ
リ
ア
ス
タ
ー
ト
。
１
９
歳
、

単
身
渡
欧
。
２
４
歳
、
当
時
日
本
人
最

年
少
Ｆ
１
ド
ラ
イ
バ
ー
デ
ビ
ュ
ー
。
３

０
歳
、
帰
国
後
、
医
療
介
護
福
祉
の
世

界
に
。
医
療
法
人
・
社
会
福
祉
法
人
さ

わ
ら
び
グ
ル
ー
プ
の
統
括
本
部
長
就
任
。

２
０
１
９
年
第
２
５
回
参
議
院
議
員
通

常
選
挙
（
比
例
代
表
）
に
自
民
党
公
認

で
立
候
補
し
、
落
選
。
２
０
２
１
年
第

４
９
回
衆
議
院
議
員
総
選
挙
（
東
海
ブ

ロ
ッ
ク
比
例
代
表
）
に
自
民
党
公
認
で

立
候
補
し
初
当
選
。
当
選
直
後
か
ら
、

合
成
燃
料
の
国
産
化
の
必
要
性
を
訴
え
、

３
年
以
内
に
日
本
初
の
実
証
プ
ラ
ン
ト

の
稼
動
を
実
現
し
た
。
ま
た
、
２
０
２

２
年
８
月
、
初
当
選
後
一
年
に
満
た
な

い
中
、
文
部
科
学
大
臣
政
務
官
兼
復

興
大
臣
政
務
官
に
異
例
の
抜
擢
。
科
学

技
術
・
文
化
の
担
務
を
中
心
に
活
躍
。

２
０
２
４
年
第
５
０ 

回
衆
議
院
議
員

総
選
挙
に
自
民
党
比
例
代
表
で
２
期
目

に
立
候
補
す
る
も
落
選
し
現
在
に
至
る
。

英
語
、
ス
ペ
イ
ン
語
を
話
す
マ
ル
チ
リ

ン
ガ
ル
。
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南
鳥
島
は
、
日
本
の
最
も
東
に
位
置

す
る
小
さ
な
島
で
す
。
人
は
住
ん
で
い

ま
せ
ん
が
、
そ
の
周
辺
の
海
は
日
本
の

排
他
的
経
済
水
域
（
Ｅ
Ｅ
Ｚ
）
に
含
ま

れ
て
い
ま
す
。
Ｅ
Ｅ
Ｚ
と
は
、
そ
の
国

が
資
源
を
調
査
し
、
利
用
で
き
る
権
利

を
持
つ
海
の
範
囲
の
こ
と
で
す
。

近
年
、
こ
の
南
鳥
島
沖
の
深
海
に

「
レ
ア
ア
ー
ス
泥
」
と
呼
ば
れ
る
貴
重

な
資
源
が
多
く
存
在
す
る
こ
と
が
分
か

り
、
大
き
な
注
目
を
集
め
て
い
ま
す
の

で
解
説
し
ま
す
。

《
レ
ア
ア
ー
ス
と
経
済
安
全
保
障
》

レ
ア
ア
ー
ス
は
、
電
気
自
動
車
や
風

力
発
電
、
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
、
半
導
体
、

防
衛
装
備
な
ど
、
私
た
ち
の
暮
ら
し
や

社
会
を
支
え
る
製
品
に
欠
か
せ
な
い
材

料
で
す
。
し
か
し
現
在
、
世
界
の
レ
ア

ア
ー
ス
の
供
給
は
特
定
の
国
、
と
り
わ

け
中
国
へ
の
依
存
度
が
高
い
の
が
現
状

で
す
。
も
し
輸
出
が
制
限
さ
れ
れ
ば
、

日
本
の
産
業
や
生
活
に
大
き
な
影
響
が

及
び
ま
す
。
重
要
な
資
源
や
物
資
の
海

外
依
存
に
よ
る
供
給
不
安
が
、
国
の
経

済
や
安
全
に
及
ぼ
す
リ
ス
ク
に
備
え
る

こ
と
は
、
「
経
済
安
全
保
障
」
の
取
り

組
み
の
一
つ
で
す
。

そ
の
点
で
南
鳥
島
沖
の
レ
ア
ア
ー
ス

は
、
日
本
の
Ｅ
Ｅ
Ｚ
内
に
あ
る
「
自
前

で
確
保
で
き
る
可
能
性
の
あ
る
資
源
」

で
す
。

特
に
電
気
自
動
車
の
モ
ー
タ
ー
な
ど

に
不
可
欠
な
重
レ
ア
ア
ー
ス
が
多
く
含

ま
れ
て
お
り
、
中
国
へ
の
依
存
を
減
ら

す
切
り
札
と
し
て
期
待
さ
れ
て
い
ま
す
。

単
な
る
資
源
開
発
で
は
な
く
、
日
本
の

産
業
や
安
全
を
支
え
る
戦
略
的
な
意
味

を
持
っ
て
い
ま
す
。

他
方
で
、
南
鳥
島
の
レ
ア
ア
ー
ス
は

水
深
５
，
０
０
０
〜
６
，
０
０
０
メ
ー

ト
ル
と
い
う
非
常
に
深
い
海
底
に
あ
り

ま
す
。
そ
の
た
め
、
す
ぐ
に
大
量
に
採

取
し
て
利
用
で
き
る
わ
け
で
は
あ
り
ま

せ
ん
。
日
本
は
段
階
的
に
取
り
組
み
を

進
め
て
お
り
、
ま
ず
は
科
学
的
な
調
査

や
技
術
開
発
を
行
い
、
そ
の
後
に
実
証

実
験
を
重
ね
、
将
来
の
実
用
化
に
つ
な

げ
る
方
針
で
す
。

《
支
え
る
二
つ
の
組
織
》

こ
の
取
り
組
み
を
支
え
て
い
る
の
が

二
つ
の
組
織
で
す
。
Ｊ
Ａ
Ｍ
Ｓ
Ｔ
Ｅ
Ｃ

（
海
洋
研
究
開
発
機
構
）
は
、
深
海
の

地
形
や
地
質
、
生
態
系
、
採
取
技
術
な

ど
の
研
究
を
担
っ
て
い
ま
す
。

Ｊ
Ｏ
Ｇ
Ｍ
Ｅ
Ｃ
（
エ
ネ
ル
ギ
ー
・
金

属
鉱
物
資
源
機
構
）
は
、
国
の
立
場
で

資
源
量
を
評
価
し
、
将
来
的
に
民
間
企

業
が
活
用
で
き
る
よ
う
実
証
や
制
度
づ

く
り
を
進
め
て
い
ま
す
。
研
究
の
Ｊ
Ａ

Ｍ
Ｓ
Ｔ
Ｅ
Ｃ
、
実
用
化
の
Ｊ
Ｏ
Ｇ
Ｍ
Ｅ

Ｃ
と
い
う
役
割
分
担
で
す
。

《
リ
サ
イ
ク
ル
に
つ
い
て
》

こ
こ
で
重
要
に
な
る
の
が
「
リ
サ
イ

ク
ル
」
の
視
点
で
す
。
レ
ア
ア
ー
ス
は

製
品
に
使
わ
れ
る
と
回
収
が
難
し
く
、

日
本
で
は
リ
サ
イ
ク
ル
が
十
分
に
進
ん

で
い
ま
せ
ん
。
今
後
は
、
使
用
済
み
の

家
電
や
自
動
車
、
産
業
機
器
か
ら
レ
ア

ア
ー
ス
を
回
収
し
、
再
利
用
す
る
仕
組

み
を
強
化
す
る
こ
と
が
不
可
欠
で
す
。

南
鳥
島
の
レ
ア
ア
ー
ス
開
発
は
、
リ
サ

イ
ク
ル
を
補
完
す
る
役
割
と
し
て
位
置

づ
け
と
し
て
の
役
割
、
掘
る
資
源
と
循

環
さ
せ
る
資
源
を
組
み
合
わ
せ
る
こ
と

が
重
要
で
す
。

《
海
洋
政
策
と
環
境
へ
の
配
慮
》

こ
の
問
題
は
海
洋
政
策
と
も
深
く
関

わ
っ
て
い
ま
す
。
日
本
が
自
国
の
Ｅ
Ｅ

Ｚ
を
調
査
し
、
責
任
を
も
っ
て
管
理
・

活
用
し
て
い
る
こ
と
を
示
す
こ
と
は
、

国
際
的
に
も
大
き
な
意
味
を
持
ち
ま
す
。

同
時
に
、
深
海
の
環
境
へ
の
配
慮
も
欠

か
せ
ま
せ
ん
。
日
本
は
環
境
影
響
を
丁

寧
に
評
価
し
、
慎
重
に
段
階
を
踏
む
こ

と
で
、
国
際
的
に
信
頼
さ
れ
る
形
で
進

め
よ
う
と
し
て
い
ま
す
。

《
ま
と
め
》

来
月
の
２
６
年
１
月
に
は
、
南
鳥
島

に
お
い
て
地
球
深
部
探
査
船
「
ち
き
ゅ

う
」
を
使
い
、
海
面
下
５
５
０
０
メ
ー

ト
ル
に
あ
る
レ
ア
ア
ー
ス
を
含
む
泥
を

回
収
す
る
予
定
で
す
。
成
功
す
れ
ば
世

界
初
と
な
り
ま
す
。

レ
ア
ア
ー
ス
は
、
経
済
安
全
保
障
、

海
洋
政
策
、
そ
し
て
リ
サ
イ
ク
ル
を
含

む
資
源
循
環
を
組
み
合
わ
せ
、
日
本
の

将
来
を
支
え
る
重
要
な
テ
ー
マ
で
す
。

短
期
的
な
利
益
で
は
な
く
、
長
期
的

な
視
点
で
国
の
基
盤
を
ど
う
築
く
か
が

問
わ
れ
て
い
ま
す
。

前
衆
議
院
議
員



南鳥島沖のレアアース泥には、特に重要度の高い「重レアアース」
が多く含まれていることが分かっています。
→ハイブリッド車やEV 車、風力発電のモーターにとって極めて戦
略的な資源、世界最大級の埋蔵量！

南鳥島のレアアース泥について資料解説
前衆議院議員山本左近

出典：JAMSTEC海洋安全保障プラットフォームの構築 ウェブサイトより加工して作成
https://www.jamstec.go.jp/sip3/j/topics/20251212/index.html#section05

日本の海底鉱物資源：排他的経済水域（EEZ）内に4種の海底資源が存在する。
日本列島周辺にみられる日本海溝、伊豆小笠原海溝、南海トラフ、さらに琉球海溝とその背後の沖縄トラフが位置する。

JAMSTEC（海洋研究開発機構）

文部科学政務官の際にJAMSTECを視察
JAMSTECは海洋の総合的な研究開発機関として、新たな科学技術で海洋立国日本の実現を支え、
国民、社会、そして地球の持続的発展・維持に貢献することをめざしている。

JAMSTECの取り組みに
ついての詳細はこちら

文部科学大臣政務官として、
日本の海洋研究を資源確保・
安全保障・防災・成長に生か
すために視察。

現場の視点は、いまの政策課
題に直結しています。

出典：経済産業省 レアアースについて 加工して作成
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